
令和７年度 長崎県立諫早商業高等学校 学校関係者評価 報告 
 

１ 評価の実施期日 

    令和８年３月６日（金） 

 

２ 学校関係者評価委員 

学校評議員４名（うち３名参加） 

 

３ 学校関係者評価の内容 

（１）学校の現況説明 

出席状況、選抜、資格取得、就職・進学状況等 

 

（２）学校評価説明 

    評価分野ごとに、評価項目および成果と課題などを確認 

 

（３）委員からの意見など 

   ・学校の教育方針、経営方針を意識した教育活動が展開されているが 

生徒・保護者・地域等に説明や発信の必要あり 

   ・地元企業と連携した商品開発や課題解決型の授業が定着している 

    もっとこの内容をＰＲしてほしい 

    「ＦＭいさはや」に出演してよいのでは よいＰＲになると思う 

   ・学校周辺の環境の変化に伴う対応について評価できる 

   ・本明川のテニスコートの改修・改善もしくはほかの部活動への転用の検討を 

   ・文化祭に招待いただき、見学した 文化部のＰＲがもっとあってよい 

 

４ 今後の改善策について 

   ・ＳＮＳやＣＭＳなどをうまく活用し、伝える内容や伝える相手にあわせた手段を検

討し、情報発信に努める 

   ・公開授業をとおして授業改善に取り組む仕組みをつくる 

   ・協働学習促進のため、地域とのつながりを持ち、より実践的な学びを展開する 

   ・テニスコートの活用は従前からの課題であるため、生徒が部活動に取り組める

環境を保ちながら他の活用についても継続検討する 

 


